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運用報告書（全体版）
第18期

（決算日　2023年 4 月17日）
（作成対象期間　2022年10月18日～2023年 4 月17日）

★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／国内／株式
信託期間 2014年 4 月17日～2024年 4 月16日
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資
対 象

ベビーファンド ダイワ・ライジング・ジャパ
ン・マザーファンドの受益証券

ダイワ・ライジ
ング・ジャパン・
マザーファンド

わが国の金融商品取引所上場
（上場予定を含みます。）の株
式および不動産投資信託証券
（不動産投資信託の受益証券
または不動産投資法人の投資
証券をいいます。）

組入制限
ベビーファンドのマザーファンド組入上限比率 無制限
マザーファンドの株式組入上限比率 無制限

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、基準価額の水準等を勘案して分配金額を
決定します。ただし、分配対象額が少額の場
合には、分配を行なわないことがあります。

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、わが国の株式等の中から、

東京圏の経済活性化により恩恵を受けること
が期待される銘柄に投資し、信託財産の成長
をめざしております。当作成期につきまして
もそれに沿った運用を行ないました。ここ
に、運用状況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇TUZ0460220230417◇



ダイワ・ニッポン応援ファンドVol.5　－ライジング・ジャパン－

決　　算　　期
基 準 価 額 T O P I X

（配 当 込 み） 株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

投資証券
組入比率

純資産
総　額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中騰落率

円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円
14期末（2021年 4 月16日） 12, 855 1, 400 14. 8 3, 091. 70 22. 5 96. 3 ―  ― 7, 133 
15期末（2021年10月18日） 13, 152 100 3. 1 3, 216. 66 4. 0 92. 6 ― ― 6, 537 
16期末（2022年 4 月18日） 10, 838 30 △ 17. 4 3, 034. 99 △  5. 6 98. 3 ― ― 5, 106
17期末（2022年10月17日） 10, 374 0 △ 4. 3 3, 074. 75 1. 3 97. 2 ― ― 4, 725
18期末（2023年 4 月17日） 10, 890 60 5. 6 3, 363. 69 9. 4 97. 0 ― ― 4, 748 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 4）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
※参考指数を「ＴＯＰＩＸ」から「ＴＯＰＩＸ（配当込み）」に変更しました。

 最近5期の運用実績

配当込みＴＯＰＩＸ（本書類における「ＴＯＰＩＸ（配当込み）」をいう。）の指数値及び同指数に係る標章又は商標は、株式会社
ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用な
ど同指数に関するすべての権利・ノウハウ及び同指数に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有する。ＪＰＸは、同指
数の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負わない。当ファンドは、ＪＰＸにより提供、保証又は販売される
ものではなく、当ファンドの設定、販売及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負わない。
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ダイワ・ニッポン応援ファンドVol.5　－ライジング・ジャパン－

■基準価額・騰落率
期　首：10, 374円
期　末：10, 890円（分配金60円）
騰落率：5. 6％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

国内株式市況は、中国のゼロコロナ政策見直しによる景気回復期待や経済統計の改善が好感され
たこと、欧米当局の対応等により金融不安が一定程度後退したことなどを受けて上昇しました。こ
のような環境の中で、当ファンドの基準価額も上昇しました。くわしくは「投資環境について」お
よび「ベンチマークとの差異について」をご参照ください。

 基準価額等の推移について 

 運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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ダイワ・ニッポン応援ファンドVol.5　－ライジング・ジャパン－

 年　　月　　日
基　 準　 価 　額 ＴＯＰＩＸ（配当込み） 株　　式

組入比率
株　　式
先物比率

投資証券
組入比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％ ％
（期首）2022年10月17日 10, 374 ― 3, 074. 75 ― 97. 2 ― ―

10月末 10, 622 2. 4 3, 156. 44 2. 7 98. 3 ― ―
11月末 10, 909 5. 2 3, 249. 61 5. 7 98. 3 ― ―
12月末 10, 193 △ 1. 7 3, 101. 25 0. 9 95. 6 ― ―

2023年 1 月末 10, 693 3. 1 3, 238. 48 5. 3 96. 9 ― ―
2月末 10, 679 2. 9 3, 269. 12 6. 3 96. 0 ― ―
3月末 10, 912 5. 2 3, 324. 74 8. 1 93. 5 ― ―

（期末）2023年 4 月17日 10, 950 5. 6 3, 363. 69 9. 4 97. 0 ― ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ・ニッポン応援ファンドVol.5　－ライジング・ジャパン－

■国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
国内株式市況は、当作成期首より、欧米の金利上昇が一服したことや国内で経済活動正常化への
期待が高まったことなどから、2022年11月下旬にかけて上昇しました。12月は世界的な景況感の悪
化や日銀の政策変更による急速な円高などで株価は下落しましたが、2023年 1 月は、中国のゼロコ
ロナ政策見直しにより景気回復期待が高まったことなどから上昇しました。 2月に入ると、予想を
上回る経済指標の発表を受けた欧米の金利上昇および株価下落が逆風となった一方、日銀総裁人事
への不透明感が解消し円安が進んだことや中国の経済統計が急速に改善したことなどが好感され、
3月初旬に当作成期の高値を記録しました。その後は、米国地方銀行の経営破綻や欧州金融機関の
破綻懸念などで金融不安が高まり下落しましたが、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）による銀行
向けの新たな流動性供給プログラムや欧州金融機関の破綻回避などを受けて金融不安が一定程度後
退したため、当作成期末にかけて反発しました。

 投資環境について （2022. 10. 18 ～ 2023. 4. 17）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「ダイワ・ライジング・ジャパン・マザーファンド」の受益証券へ投資を行います。
■ダイワ・ライジング・ジャパン・マザーファンド

欧米の中央銀行はインフレの抑制に向けて金融の引き締め姿勢を強めており、これらを受けて国
内外の景気や企業業績の先行きに対する不透明感が高まっている状況にあります。また英国では、
財政政策をめぐり債券市場に混乱が見られるなど、神経質な動きが散見されており、金融市場は変
動性の高い状況が続く可能性があると考えています。
銘柄選別においては、成長性および株価バリュエーションなどを分析し、アナリストとの議論を
経た上で判断していきます。アナリストの専門的知見を活用し、業績動向や事業環境の動向、財務
健全性などにも注意しつつ、東京圏の経済活性化により恩恵を受け、成長が期待できる企業に投資
し、基準価額の上昇に努めてまいります。
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ダイワ・ニッポン応援ファンドVol.5　－ライジング・ジャパン－

■当ファンド
「ダイワ・ライジング・ジャパン・マザーファンド」の受益証券へ投資を行いました。
■ダイワ・ライジング・ジャパン・マザーファンド

業種構成については、個別銘柄分析に基づいた銘柄選別による売買や株価変動により、電気機器
や機械の比率が上昇した一方、小売業や繊維製品などの比率が低下しました。また個別銘柄では、
アドバンテストやデンソーなどの比率が上昇した一方、三井不動産やマツキヨココカラ＆カンパ
ニーなどの比率が低下しました。

 ポートフォリオについて （2022. 10. 18 ～ 2023. 4. 17）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
当ファンドは、参考指数としてＴＯＰＩＸ（配当込み）を用いています。当作成期における参考指
数の騰落率は9. 4％となりました。一方、当ファンドの基準価額の騰落率は5. 6％となりました。基準
価額へのプラスの寄与度が大きかった個別銘柄としては、ソニーグループやキーエンスなどが挙げら
れます。一方で、ＭｏｎｏｔａＲＯやエムスリーなどがマイナス要因となりました。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）

基準価額
ＴＯＰＩＸ（配当込み）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。
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 ベンチマークとの差異について
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ダイワ・ニッポン応援ファンドVol.5　－ライジング・ジャパン－

 分配金について

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

 ■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2022年10月18日
～2023年 4 月17日

当期分配金（税込み） （円） 60 
対基準価額比率 （％） 0. 55 
当期の収益 （円） 60 
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 3, 151 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

 ■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 83. 78円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0. 00　
（ｃ）収益調整金 431. 12　
（ｄ）分配準備積立金 2, 696. 09　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 3, 211. 01　
（ｆ）分配金 60. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 3, 151. 01　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。
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ダイワ・ニッポン応援ファンドVol.5　－ライジング・ジャパン－

■当ファンド
「ダイワ・ライジング・ジャパン・マザーファンド」の受益証券へ投資を行います。
■ダイワ・ライジング・ジャパン・マザーファンド

これまでの欧米を中心とした中央銀行による金融引き締めの効果として、一部の国や地域のイン
フレ率に鈍化の兆しが見られます。一方で、金融引き締めの副作用として、グローバルな景気や企
業業績の悪化傾向が続いていること、欧米での信用不安の高まりなど金融市場の一部で神経質な動
きが見られることには留意が必要です。当面の国内株式市場は、経済指標や企業業績、信用不安の
動向や、金融政策の方向性などをにらみながら、上下に振れやすい展開を想定しています。
銘柄選別においては、成長性および株価バリュエーションなどを分析し、アナリストとの議論を
経た上で判断していきます。アナリストの専門的知見を活用し、業績動向や事業環境の動向、財務
健全性などにも注意しつつ、東京圏の経済活性化により恩恵を受け、成長が期待できる企業に投資
し、基準価額の上昇に努めてまいります。

 今後の運用方針
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ダイワ・ニッポン応援ファンドVol.5　－ライジング・ジャパン－

 1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2022. 10. 18～2023. 4. 17） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  85円 0. 794％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は10, 653円です。

（投 信 会 社）  （41） （0. 383）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （41） （0. 383）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （3） （0. 027） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  19   0. 175  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式）  （19） （0. 175）

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  0   0. 003  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用）  （0） （0. 003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計  103   0. 971  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ダイワ・ニッポン応援ファンドVol.5　－ライジング・ジャパン－

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 60％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1. 60％

運用管理費用
（投信会社）
0. 77％運用管理費用

（販売会社）
0. 77％

運用管理費用
（受託会社）
0. 05％

その他費用
0. 01％

4602_20230417_交_鈴_S.indb   3 2023/05/24   13:48:49
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ダイワ・ニッポン応援ファンドVol.5　－ライジング・ジャパン－

 （3） 当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率

（2022年10月18日から2023年 4 月17日まで）
項　　　　目 当　　　　期

売買委託手数料総額（Ａ） 8, 280千円 
うち利害関係人への支払額（Ｂ） 1, 149千円 
（Ｂ）／（Ａ） 13. 9％ 
（注）  売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支

払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券株式会社です。

 ■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2022年10月18日から2023年 4 月17日まで）
設　　　　定 解　　　　約

口　 数 金　 額 口　 数 金　 額

ダイワ・ライジ
ング・ジャパン・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

― ― 225, 415 246, 710 

（注）単位未満は切捨て。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2022年10月18日から2023年 4 月17日まで）

項　　　　　目 当　　　　　期
ダイワ・ライジング・ジャパン・マザーファンド

（ａ）期中の株式売買金額 6, 728, 983千円 
（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 5, 218, 751千円 
（ｃ）売買高比率 （ａ）／（ｂ） 1. 28 
（注 1）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 2）単位未満は切捨て。

 （2）マザーファンドにおける当作成期中の利害関係人との
取引状況

（2022年10月18日から2023年 4 月17日まで）
決 算 期 当　　　　　　　期

区分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 3, 225 388 12. 0 3, 503 527 15. 1 
コール・ローン 21, 381 ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合87. 8％
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン
ドのマザーファンド所有口数の割合。

■利害関係人との取引状況等
（1） ベビーファンドにおける当作成期中の利害関係人との
取引状況
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・ライジング・
ジャパン・マザーファンド 4, 460, 101 4, 234, 686 4, 769, 527 

（注）単位未満は切捨て。

 ■投資信託財産の構成
2023年 4 月17日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・ライジング・
ジャパン・マザーファンド 4, 769, 527 99. 0 

コール・ローン等、その他 49, 139 1. 0 
投資信託財産総額 4, 818, 666 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ・ニッポン応援ファンドVol.5　－ライジング・ジャパン－

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年 4 月17日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 4, 818, 666, 823円

コール・ローン等 41, 649, 776  
ダイワ・ライジング・ジャパン・
マザーファンド（評価額） 4, 769, 527, 047  

未収入金 7, 490, 000  
（Ｂ）負債 70, 577, 274  

未払収益分配金 26, 159, 831  
未払解約金 6, 640, 541  
未払信託報酬 37, 647, 167  
その他未払費用 129, 735  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 4, 748, 089, 549  
元本 4, 359, 971, 970  
次期繰越損益金 388, 117, 579  

（Ｄ）受益権総口数 4, 359, 971, 970口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 890円

＊ 期首における元本額は4, 555, 431, 930円、当作成期間中における追加設定元本額
は11, 052, 419円、同解約元本額は206, 512, 379円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 890円です。

 ■損益の状況
当期  自 2022年10月18日  至 2023年 4 月17日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  2, 910円

受取利息 77  
支払利息 △  2, 987  

（Ｂ）有価証券売買損益 288, 764, 153  
売買益 296, 101, 851  
売買損 △  7, 337, 698  

（Ｃ）信託報酬等 △  37, 776, 902  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 250, 984, 341  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  24, 675, 671  
（Ｆ）追加信託差損益金 187, 968, 740  

（配当等相当額） （ 126, 794, 480）
（売買損益相当額） （ 61, 174, 260）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 414, 277, 410  
（Ｈ）収益分配金 △  26, 159, 831  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 388, 117, 579  
追加信託差損益金 187, 968, 740  
（配当等相当額） （ 126, 794, 480）
（売買損益相当額） （ 61, 174, 260）
分配準備積立金 1, 185, 863, 323  
繰越損益金 △  985, 714, 484  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 36, 531, 436円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 187, 968, 740　
（ｄ）分配準備積立金 1, 175, 491, 718　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1, 399, 991, 894　
（ｆ）分配金 26, 159, 831　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 373, 832, 063　
（ｈ）受益権総口数 4, 359, 971, 970口
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ダイワ・ニッポン応援ファンドVol.5　－ライジング・ジャパン－

 収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金（税 込 み） 60円

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

ダイワ・ライジング・ジャパン・マザーファンド
運用報告書　第 9期　（決算日　2023年 4 月17日）

（作成対象期間　2022年10月18日～2023年 4 月17日）

ダイワ・ライジング・ジャパン・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象 わが国の金融商品取引所上場（上場予定を含みます。）の株式および不動産投資信託証券（不
動産投資信託の受益証券または不動産投資法人の投資証券をいいます。）

株式組入制限 無制限
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ダイワ・ライジング・ジャパン・マザーファンド

 ■当作成期中の基準価額と市況等の推移

年　月　日
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（配当込み） 株式

組入
比率

株式
先物
比率

投資証券
組入比率騰落率（参考指数）騰落率

円 ％ ％ ％ ％ ％

（期首）2022年10月17日 10, 585 ― 3, 074. 75 ― 97. 4 ― ―
10月末 10, 845 2. 5 3, 156. 44 2. 7 98. 4 ― ―
11月末 11, 153 5. 4 3, 249. 61 5. 7 98. 4 ― ―
12月末 10, 434 △ 1. 4 3, 101. 25 0. 9 95. 7 ― ―

2023年 1 月末 10, 962 3. 6 3, 238. 48 5. 3 96. 9 ― ―
2月末 10, 961 3. 6 3, 269. 12 6. 3 96. 0 ― ―
3月末 11, 215 6. 0 3, 324. 74 8. 1 93. 6 ― ―

（期末）2023年 4 月17日 11, 263 6. 4 3, 363. 69 9. 4 96. 6 ― ―
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。

上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
※参考指数を「ＴＯＰＩＸ」から「ＴＯＰＩＸ（配当込み）」に変更しました。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：10, 585円　期末：11, 263円　騰落率：6. 4％
【基準価額の主な変動要因】

国内株式市況は、中国のゼロコロナ政策見直しによる景気回復期待
や経済統計の改善が好感されたこと、欧米当局の対応等により金融不
安が一定程度後退したことなどを受けて上昇しました。このような環
境の中で、当ファンドの基準価額も上昇しました。くわしくは「投資
環境について」および「ベンチマークとの差異について」をご参照く
ださい。

◆投資環境について
○国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
国内株式市況は、当作成期首より、欧米の金利上昇が一服したこ

とや国内で経済活動正常化への期待が高まったことなどから、2022
年11月下旬にかけて上昇しました。12月は世界的な景況感の悪化や
日銀の政策変更による急速な円高などで株価は下落しましたが、
2023年 1 月は、中国のゼロコロナ政策見直しにより景気回復期待が
高まったことなどから上昇しました。 2月に入ると、予想を上回る
経済指標の発表を受けた欧米の金利上昇および株価下落が逆風と
なった一方、日銀総裁人事への不透明感が解消し円安が進んだこと
や中国の経済統計が急速に改善したことなどが好感され、 3月初旬
に当作成期の高値を記録しました。その後は、米国地方銀行の経営
破綻や欧州金融機関の破綻懸念などで金融不安が高まり下落しまし
たが、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）による銀行向けの新たな
流動性供給プログラムや欧州金融機関の破綻回避などを受けて金融
不安が一定程度後退したため、当作成期末にかけて反発しました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
欧米の中央銀行はインフレの抑制に向けて金融の引き締め姿勢を強

めており、これらを受けて国内外の景気や企業業績の先行きに対する
不透明感が高まっている状況にあります。また英国では、財政政策を
めぐり債券市場に混乱が見られるなど、神経質な動きが散見されてお
り、金融市場は変動性の高い状況が続く可能性があると考えています。
銘柄選別においては、成長性および株価バリュエーションなどを分

析し、アナリストとの議論を経た上で判断していきます。アナリスト
の専門的知見を活用し、業績動向や事業環境の動向、財務健全性など
にも注意しつつ、東京圏の経済活性化により恩恵を受け、成長が期待
できる企業に投資し、基準価額の上昇に努めてまいります。
◆ポートフォリオについて

業種構成については、個別銘柄分析に基づいた銘柄選別による売買
や株価変動により、電気機器や機械の比率が上昇した一方、小売業や
繊維製品などの比率が低下しました。また個別銘柄では、アドバンテ
ストやデンソーなどの比率が上昇した一方、三井不動産やマツキヨコ
コカラ＆カンパニーなどの比率が低下しました。
◆ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け
ておりません。
当ファンドは、参考指数としてＴＯＰＩＸ（配当込み）を用いてい

ます。当作成期における参考指数の騰落率は9. 4％となりました。一
方、当ファンドの基準価額の騰落率は6. 4％となりました。基準価額
へのプラスの寄与度が大きかった個別銘柄としては、ソニーグループ
やキーエンスなどが挙げられます。一方で、ＭｏｎｏｔａＲＯやエム
スリーなどがマイナス要因となりました。

《今後の運用方針》
これまでの欧米を中心とした中央銀行による金融引き締めの効果とし
て、一部の国や地域のインフレ率に鈍化の兆しが見られます。一方で、
金融引き締めの副作用として、グローバルな景気や企業業績の悪化傾向
が続いていること、欧米での信用不安の高まりなど金融市場の一部で神
経質な動きが見られることには留意が必要です。当面の国内株式市場
は、経済指標や企業業績、信用不安の動向や、金融政策の方向性などを
にらみながら、上下に振れやすい展開を想定しています。
銘柄選別においては、成長性および株価バリュエーションなどを分析
し、アナリストとの議論を経た上で判断していきます。アナリストの専
門的知見を活用し、業績動向や事業環境の動向、財務健全性などにも注
意しつつ、東京圏の経済活性化により恩恵を受け、成長が期待できる企
業に投資し、基準価額の上昇に努めてまいります。

（円）

期　首
（2022. 10. 17）

期　末
（2023. 4. 17）

基準価額

12, 000

11, 500

11, 000

10, 500

10, 000

9, 500
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ダイワ・ライジング・ジャパン・マザーファンド

 ■売買および取引の状況
株　　　　式

（2022年10月18日から2023年 4 月17日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額

国内
千株 千円 千株 千円

1, 511. 9 3, 225, 262 1, 658. 2 3, 503, 721 
（ 82. 7） （ ―） 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 3）金額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
株　　　　式

（2022年10月18日から2023年 4 月17日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
アドバンテスト  15 166, 428 11, 095 三井不動産  74. 3 198, 969 2, 677 
大阪チタニウム  41 140, 049 3, 415 マツキヨココカラ&カンパニー  29. 8 171, 229 5, 745 
野村総合研究所  35 116, 098 3, 317 ゴ－ルドウイン  14. 1 163, 185 11, 573 
ＭｏｎｏｔａＲＯ  45 112, 006 2, 489 ＢＥＥＮＯＳ  51. 8 142, 172 2, 744 
デンソー  14. 9 110, 729 7, 431 トヨタ自動車  70 139, 589 1, 994 
芝浦機械  35 110, 207 3, 148 東洋水産  24. 7 139, 332 5, 640 
ネットワンシステムズ  33 108, 880 3, 299 エービーシー・マート  20 139, 307 6, 965 
東京エレクトロン  2. 1 99, 460 47, 361 日本電信電話  30 118, 331 3, 944 
ツバキ・ナカシマ  92 99, 458 1, 081 デサント  30. 3 102, 510 3, 383 
エムスリー  19 86, 575 4, 556 ネットワンシステムズ  33 102, 361 3, 101 
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

 ■ 1 万口当りの費用の明細
項　　　　　　　目 当　　　期

売買委託手数料 19円
（株式） （ 19） 
有価証券取引税 ―
その他費用 ―

合 計 19  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注 2）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
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ダイワ・ライジング・ジャパン・マザーファンド

■組入資産明細表
国内株式

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

建設業（0. 9％）
ウエストホールディングス 17. 7 ― ― 
九電工 ― 14 46, 900 

食料品（3. 9％）
味の素 37. 4 27. 4 131, 629 
東洋水産 24. 7 ― ― 
日清食品ＨＤ 14. 5 6 72, 900 

繊維製品（0. 2％）
東レ 55. 4 ― ― 
セーレン 5. 4 5. 4 12, 177 
ゴ－ルドウイン 14. 1 ― ― 
デサント 30. 3 ― ― 

化学（4. 4％）
旭化成 28. 1 ― ― 
信越化学 9. 2 46 191, 130 
ウルトラファブリックスHD ― 21 41, 139 

医薬品（3. 9％）
塩野義製薬 14 14 85, 764 
ロート製薬 16. 6 ― ― 
第一三共 25 25 118, 800 

ガラス・土石製品（0. 6％）
ＭＡＲＵＷＡ ― 1. 7 30, 090 

非鉄金属（3. 5％）
大紀アルミニウム 12. 6 23. 5 32, 876 
大阪チタニウム 0. 1 33 105, 270 
リョービ 43. 9 30. 9 47, 215 

金属製品（―）
リンナイ 2. 1 ― ― 

機械（12. 1％）
芝浦機械 ― 35 108, 675 
ディスコ 1. 6 4. 8 70, 272 
ゲームカード・ジョイコHD ― 10. 5 39, 900 
ダイキン工業 10 10 230, 500 
ダイコク電機 ― 13. 5 41, 580 
ツバキ・ナカシマ ― 92 88, 320 
日立造船 63. 8 63. 8 54, 740 

電気機器（25. 0％）
芝浦メカトロニクス ― 5. 7 87, 324 
ニデック 1. 5 1. 5 10, 140 
ソニーグループ 33. 5 33. 5 406, 522 
フオスタ－電機 ― 53 63, 388 
アドバンテスト ― 15 172, 650 
キーエンス 5. 3 5. 3 329, 448 
フェローテックHLDGS ― 15 46, 050 
オプテックスグループ 17 ― ― 
芝浦電子 2 2 11, 580 
新光電気工業 2. 5 2. 5 10, 112 

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

太陽誘電 1. 1 1. 1 4, 840 
村田製作所 0. 8 0. 8 6, 345 
東京エレクトロン 1. 4 10. 5 162, 592 

輸送用機器（5. 7％）
デンソー 3. 8 18. 7 139, 894 
トヨタ自動車 156 86 157, 724 

精密機器（0. 0％）
テルモ 0. 1 0. 1 387 
タムロン 8. 6 ― ― 

その他製品（3. 6％）
前田工繊 ― 7. 4 24, 494 
フルヤ金属 2. 8 ― ― 
任天堂 30 30 163, 710 

電気・ガス業（―）
イーレックス 5. 9 ― ― 

陸運業（2. 6％）
京浜急行 36. 1 36. 1 46, 352 
鴻池運輸 59 59 90, 211 

空運業（―）
日本航空 38. 1 ― ― 

情報・通信業（13. 9％）
エムアップホールディングス ― 31 37, 913 
ＳＨＩＦＴ 1. 4 ― ― 
テクマトリックス ― 29 44, 022 
インターネットイニシアティブ 4. 8 ― ― 
ユーザベース 39. 9 ― ― 
プラスアルファ・コンサルティン ― 24 71, 400 
野村総合研究所 ― 35 111, 825 
ボードルア 5. 2 ― ― 
サーバーワークス 19. 4 ― ― 
ＪＭＤＣ 2. 8 7. 8 38, 649 
フューチャー 9. 6 ― ― 
ウェザーニューズ 1. 5 ― ― 
ＡＮＹＣＯＬＯＲ ― 7 41, 440 
オープンワーク ― 6. 8 42, 840 
IMAGICA GROUP 28. 9 ― ― 
日本電信電話 65. 5 35. 5 140, 935 
学研ホールディングス 4. 5 ― ― 
スクウェア・エニックス・HD 26. 7 26. 7 169, 278 
シーイーシー ― 22. 1 29, 459 

卸売業（1. 7％）
ダイワボウＨＤ 26 32 77, 344 
バイク王&カンパニー 22. 2 ― ― 
BUYSELL TECH ― 2. 5 12, 775 

小売業（1. 6％）
エービーシー・マート 20 ― ― 
コメ兵HLDGS 0. 1 0. 1 271 

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

ＭｏｎｏｔａＲＯ ― 45 82, 305 
マツキヨココカラ&カンパニー 29. 8 ― ― 
ネクステージ 0. 1 0. 1 233 
ゴルフダイジェスト・オン 0. 1 ― ― 
ＢＥＥＮＯＳ 51. 8 ― ― 
ファーストリテイリング 0. 5 ― ― 

銀行業（1. 3％）
三菱UFJ フィナンシャルG 76. 8 76. 8 66, 800 

保険業（―）
ライフネット生命保険 22. 5 ― ― 

その他金融業（0. 6％）
日本取引所グループ 14. 6 14. 6 30, 857 
不動産業（1. 2％）
SRE ホールディングス ― 18. 5 61, 327 
三井不動産 74. 3 ― ― 
サービス業（13. 3％）
ＵＴグループ 6. 5 23. 2 60, 296 
ケアネット 8. 6 ― ― 
エス・エム・エス ― 0. 1 318 
ディップ 2. 9 ― ― 
新日本科学 15. 4 18. 4 44, 932 
エムスリー ― 19 64, 011 
エスプール ― 53 33, 390 
オリエンタルランド 6. 3 31. 5 150, 885 
ジャパンマテリアル 34. 9 ― ― 
リクルートホールディングス 20. 9 26. 4 99, 818 
アトラエ 7. 9 ― ― 
マネジメントソリューションズ 37. 4 27. 4 88, 502 
ポート ― 21 42, 840 
ジモティー ― 12. 9 23, 065 
リファインバースグループ ― 9 18, 009 
リログループ 12. 5 ― ― 
GREEN EARTH INST 53. 9 ― ― 
M&A総研ホールディング ― 7. 5 73, 350 

千株 千株 千円

合計
株 数、 金 額 1, 588. 2 1, 524. 6 5, 242, 739 

銘柄数＜比率＞ 75 銘柄 68 銘柄 ＜96. 6％＞ 

（注 1） 銘柄欄の（　）内は国内株式の評価総額に対する
各業種の比率。

（注 2） 合計欄の＜　＞内は、純資産総額に対する評価
額の比率。

（注 3）評価額の単位未満は切捨て。
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 ■投資信託財産の構成
2023年 4 月17日現在

項　　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比 率

千円 ％
株式 5, 242, 739 95. 4 
コール・ローン等、その他 251, 211 4. 6 
投資信託財産総額 5, 493, 951 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年 4 月17日現在

項　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 5, 493, 951, 604円

コール・ローン等 152, 705, 335  
株式（評価額） 5, 242, 739, 840  
未収入金 53, 897, 529  
未収配当金 44, 608, 900  

（Ｂ）負債 65, 466, 031  
未払金 55, 940, 031  
未払解約金 9, 526, 000  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 5, 428, 485, 573  
元本 4, 819, 827, 813  
次期繰越損益金 608, 657, 760  

（Ｄ）受益権総口数 4, 819, 827, 813口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 11, 263円

＊ 期首における元本額は5, 079, 560, 602円、当作成期間中における追加設定元本額
は2, 107, 000円、同解約元本額は261, 839, 789円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
　きらぼし・東京圏応援株式ファンド 585, 141, 630円
　ダイワ・ニッポン応援ファンドVol. 5 －ライジング・ジャパン－ 4, 234, 686, 183円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は11, 263円です。

 ■損益の状況
当期  自 2022年10月18日  至 2023年 4 月17日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 48, 721, 366円

受取配当金 48, 745, 600  
受取利息 86  
その他収益金 317  
支払利息 △  24, 637  

（Ｂ）有価証券売買損益 287, 073, 467  
売買益 669, 117, 043  
売買損 △  382, 043, 576  

（Ｃ）当期損益金（Ａ＋Ｂ） 335, 794, 833  
（Ｄ）前期繰越損益金 296, 972, 138  
（Ｅ）解約差損益金 △  24, 365, 211  
（Ｆ）追加信託差損益金 256, 000  
（Ｇ）合計（Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 608, 657, 760  

次期繰越損益金（Ｇ） 608, 657, 760  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

配当込みＴＯＰＩＸ（本書類における「ＴＯＰＩＸ（配当込み）」をいう。）の指数値及び同指数に係る標章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又
は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての
権利・ノウハウ及び同指数に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有する。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延
又は中断に対し、責任を負わない。当ファンドは、ＪＰＸにより提供、保証又は販売されるものではなく、当ファンドの設定、販売及び販売促進
活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負わない。
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